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	報 告 者
	クラブ　　B&G別府海洋クラブ
学年　　　　８　　　　　　氏名　下石　煕

	大 会 名
	NORTH AMERICAN OPTIMIST CHAMPIONSHIP 2013

	開 催 地
	Pembroke Parish, BERMUDA

	大 会 期 間
	July 3 to 11

	セールNo
	JPN3243
	最 終 順 位
	45位


	気温、水温、ウエアについて
	高温多湿。
激しいスコールがあったのでパドジャケが必要だった。
水温は暖かだった。

	海面（湖面）の特徴や風の傾向
	周りが陸に囲まれた湾内でレースがあり、ブローや振れが地形に大きく左右されていた。
風はこの時期は弱いらしくて、４から５ｍ/sくらいだった。
潮が強かった。

	セッティングで注意したこと
	普段からセッティングは大きく変えないので、計測に引っかからないことだけを考えた。

	セーリングで注意したこと
	デッキ内に乗ってることが多かったので、艇の姿勢、バランスに集中して、スピードを意識して走った。

	海上で練習したこと
	二日に分けて、上りと下りを繰り返すセーリング練習と、ポート組みとスタボー組の二手に分かれて伸ばして、地形が与える振れとブローをチェックした。
毎回、必ず海上に出たらすぐにコーチボートをサーくリングしてセッティングのチェックや身体のウォームアップをした。


	実際のスベリはどうでしたか？
	今回使用したMcLaghlin Boatには、大会前に別府で３回ほど乗っていたので、バランスなどに慣れていたのでいい走りが出来ていたと思う。

	スタートは、どうでしたか？
	みんな早くからスタートラインに並び始めるので場所取りが難しかったが、その分、風があると本船付近がみんな流されてしまい、スペースが出来ていた。
上一からスタートをした。

	コース戦略はどうでしたか？
	スタートが全体を見渡しながら出来たので、フレッシュウインドで走る事ができたが、スピードのある選手が多く、他の選手に合わせたコース取り、走りになってしまった。速い選手は周りの選手に合わせたコース取りをするから、日本でのレースのようにブローや振れを考慮した自分のコースが引けなかった。

	自分より上位の選手との違いは？
	各国の作戦なのか、小柄で軽い選手が多くて、艇速があった。
上り角度でこちらが勝っていても、スピードで走り負けた。同じ角度で走ろうとしたがスピードで追いつかなかった。
タック、ジャイブの基本動作が上手く、スピードが出ていた。

	国内の練習で役立ったこと
	英語での命令文を習って言ったので「タックしないで!」などの言葉を使用して、日本と変わらない雰囲気でレースが出来た。
国内でのレースで微軽風が多かったから、丁寧に乗ることが出来た。
頭脳的なところは日本チームの方が勝ってると思った。

	国内の練習で足りなかったこと
	大勢で走り比べる経験が足りなかったと思う。
走り負けることが多かったので、長い距離のスピード練習をしたいと思う。同じタックで、集中してスピードを維持する練習が必要だと思った。

	印象に残った外国選手は？
	スイスとカナダチームと仲良くなった。上品な英語を話す人は聞き取りやすくて、会話が出来たので、すぐに友達になれた。
日本チームは人気があったので、楽しく交流できた。みんな印象に残るほど仲良くなった。facebookで写真のタグ付けをしようといって、何十人も友達になった。

	行く前と、行ってからで違ったことはありましたか。
	海外のレースは何でもありだと聞いていたけど、バミューダでは「レース数ではなく、質の高いきちんとしたレースをしたい。」と何度も説明があったが、その通りのレース運営だった。結果的に６レースしかなかったが、公平で誰も文句を言わないような素晴らしいレース運営だったので楽しめた。

	今後の課題と目標は？
	初めての海外遠征だったが、精神的には日本と変わらない気持ちで挑むことが出来た。
技術面の基本動作、ボートスピードで負けていたので、自分の課題を数をこなして練習をしていき、できれば来年は外国の選手に走り勝てるようになりたい。

	JODAへの要望
	とてもいい経験が出来ました。いろんなことに気がつきました。ありがとうございました。

	その他
	英語が通じない選手もいたけど、英会話をもっと頑張りたいと思った。
スイスチームが話すドイツ語がかっこよかった。


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会
